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ま  え  が  き 

 
 最近の電装工事における作業環境は、電気機器及び電線布設量の増加により複雑化して

おり、また、高所での電路金物の取り付けや電路の布設作業、高いマストでの無線機器等

の取り付けや整備、狭隘な場所での電気機器の取り付けや結線作業等により厳しさを増し

ており、転落、挟まれ、火傷、感電等の労働災害が発生する危険がある。 
 
 人は何よりも健康であることが第一である。労働災害の発生は、本人・家族はもとより、

ＣＳＲ（事業者の社会的責任）が厳しく、小規模事業者の多い電装業界では、一人の作業

者が職場を離れることは事業経営にも重大な影響を与える。 
 
平成１２年３月に当協会の会員殿向けに電装作業者が被災することのないよう作業心得、

注意事項、労働災害防止対策等をまとめた「電装作業安全衛生ハンドブック」を作成し配

布致しました。 

本冊子は日本財団助成事業として委員会を設け安全衛生の専門家及び国土交通省のご指

導のもとに作成致しました。 

初版作成されて以来 15年にわたって本冊子は会員事業者に有効に活用されてきました。 

それから 15年が経過し、この間、造船業の工事量の増加、作業の煩雑化、作業種の増加

及び労働安全衛生規則（以下「安衛則」という）の改正などを考慮し、見直し、改訂作業

を実施することとしました。 

また、工事量の増加に伴う電装工事作業者の不足、労働時間の増加や現場経験の少ない

作業者、高齢作業者及び外国人作業者の増加が見込まれるため、それらに関する内容の見

直しも行うことといたしました。 

 
 本冊子の作成に際して、日本財団から助成金を頂いたことに多大の感謝を申し上げると

共に執筆や編集にご協力賜りました各委員、関係省庁の方々、関係資料をご提供頂いた（一

社）日本造船工業会（全国造船安全衛生対策推進本部）、（一社）日本造船協力事業者団体

連合会に深甚の謝意を表する。 
 
  平成２８年３月 
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